
令和６年７月９日 

公益財団法人原子力安全技術センター 

企画総務部 MS事業係 

 

令和６年度厚生労働省委託 

「放射線被ばく管理に関する労働安全衛生マネジメントシステム導入支援事業」 

のご案内 

 

平素より、当センターの活動につきましては、ご理解、ご協力を賜り、誠に有難うございます。 

さて、当センターでは、令和 2 年度以降、厚生労働省委託事業「放射線被ばく管理に関する労働

安全衛生マネジメントシステム（放射線 MS）導入支援事業」を実施しており、令和６年度におきまし

ても、引き続き実施することとなりました。 

本事業では、放射線業務を行う医療機関を対象に、基礎研修、専門研修及び報告会を開催する

とともに、相談窓口を設置して、放射線MSを導入・運用する医療機関の拡大を図り、また、医療従

事者に対する放射線管理体制の強化（組織的な線量管理と被ばく低減対策の実施）を支援するも

のです。支援の概要は以下のとおりです。 

 

１．支援期間 

令和６年 9月～令和７年 2月 

 

２．支援の概要 

①基礎研修 【第 1回 9月 30日、第 2回 10月 7日、第 3回 10月 21日開催】 

基礎研修では、放射線管理体制の強化を図ることを目的として放射線 MS の導入・運用を

検討されている事業場等を対象として、労働安全と放射線管理の関係や放射線MSの仕組み

の活用方法等について 3回に分けて研修を行います。 

 

②専門研修 【10月 28日開催】 

専門研修では、内部監査の知識と知見の習得を考えている事業場や内部監査員の育成を

検討している事業場を対象とし、放射線 MS の内部監査の考え方、実施方法等について事例

紹介を交えた研修を行います。 

 

③報告会 【令和 7年 2月 20日開催】 

報告会では、放射線 MS の導入・運用に関する好事例の報告と討論により、放射線 MS の

導入・運用によるメリットや、改善及び問題解決等の情報共有を図り、放射線管理体制の強化

に資するものとします。 

 

３．支援方法 

オンライン（ZOOM）開催 

なお、当日参加できなくても、後日、録画したものを視聴することが可能です。 

 



４．お申込みについて 

（1）申込開始日 

令和 6年 7月 25日(木)から開始予定 

（2）申込期限 

①基礎研修：令和 6年１０月１7日（木） 

②専門研修：令和 6年１０月２4日（木） 

③報 告 会：令和 7年 2月 6日（木） 

（3）申込方法 

事前の参加登録が必要ですので、以下のWebサイトよりお申込みください。 

URL https://www.rad-ms.mhlw.go.jp/ 

 

５．修了証の発行 

基礎研修に参加し、所定の要件を満たした個人及び事業場に対して修了証を発行します。 

また、専門研修に参加し、所定の要件を満たした個人のみに修了証を発行します。 

 

６．生涯教育システムへのカウント付与 

公益社団法人日本診療放射線技師会の会員の方が研修に参加して修了されますと、同技師

会の生涯教育システムに基づくカウント付与の申請対象となります。 

カウント付与を希望される方は、会員番号の登録及び個人宛の修了証が必要となります。 

 

７．相談窓口の設置 

被ばく低減・放射線管理に関する課題解決のために、被ばく低減対策等に関する専門的な 

相談・助言を行います。 

Webサイトの「相談窓口申込み」よりお申込みください。 

 

【お問合せ先・事務局】 

公益財団法人原子力安全技術センター 企画総務部 MS事業係 

TEL：（03）3830-0720 （MS事業係直通） 

    受付：10:00～12:00 ・ 13:00～17:00  

   （土・日・祝日・創立記念日（10月 11日）及び年末年始を除く） 

E-mail：ms-info@rad-ms.mhlw.go.jp 

Webサイト： https://www.rad-ms.mhlw.go.jp/ 

X（旧 Twitter）アカウント名： MS導入支援事務局 ＠rad_ms2022 
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放射線被ばく管理に関する

労働安全衛生マネジメントシステム

導入支援事業のご案内

改正電離放射線障害防止規則が令和３年４月に施行され、眼の水晶体に受ける等価線量の限度値

が大幅に引き下げられました。法令遵守を前提とし、放射線業務従事者の被ばく低減に組織的に

取り組んで健康障害を防止するためには、労働安全衛生マネジメントシステムの活用が有用です。

厚生労働省の第14次労働災害防止計画に「医療

機関に対して、放射線被ばく管理に関する労働安

全衛生マネジメントシステムの導入を支援する」

と明示されています。

本事業では、研修等（詳細は裏面をご参照ください）

を通じて放射線管理体制の強化を支援します。

システムの改善

システムの評価

計画の実施

方針の表明

目標の設定

リスクアセスメント

計画の作成

◆ 放射線防護検討委員会の発足や、衛生委員会の

委員に放射線管理室の職員が任命されるなど、

体制の改善が図られた。

◆ トップマネジメントにより、放射線安全委員会、

衛生委員会、医療放射線安全委員会により放射

線管理を行っており、監査や細かいところのリ

スクマネジメントなどがMSにより改善された。

◆ 研修会で提供された文書をもとに機関の実情に

合わせながら、放射線MS運用に必要な書類等

を作成している。

当事業では
好事例を発掘して
配信しています。
詳しくはこちら▼

本事業は、厚生労働省の委託業務として、公益財団法人原子力安全
技術センターが 関係機関の協賛・協力を得て実施するものです。

協賛： 公益社団法人日本診療放射線技師会、
 一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会

撮影室の近くにラック
を設置して個人線量計
や防護メガネ等を装着
する流れを作った例

公益財団法人

原子力安全技術センター

厚生労働省放射線MS担当 TEL： 03-3830-0720 （直通） メールアドレス： ms-info@rad-ms.mhlw.go.jp

※ 放 射 線 M S と は、 放 射 線 被 ば く管 理 に 関 す る 労 働 安 全 衛 生 マ ネジ メン ト シ ス テ ム の 呼 称

令和6年度 参加
無料

放射線MSを導入したことによる好事例

お問い合わせ

事前の参加登録が必要ですので、
左記厚生労働省のウェブサイト
「研修等申込み」よりお申込み
ください。

最 新 情 報

X （旧Twitter)

アカウント名: MS導入支援事務局 

＠rad_ms2022

ウェブサイト

https://www.rad-ms.
mhlw.go.jp/

お 申 込 み

放射線業務を行う
医療機関必見

オンライン(Zoom)によるWeb開催



※ 日本診療放射線技師会の生涯教育システム（カウント付与）対象です。（報告会は対象外）

※  当日参加できなかった方は、後日Webサイトで録画映像の視聴が可能です。

※ テキストや作業マニュアル等については、サイトよりダウンロードが可能です。

※ 参加費は無料です。

※ 国が推進している本研修等の参加をきっかけに、多数の事業場が放射線MSを導入して

成果を出しています。

※  都合により、内容等が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

放射線被ばく管理マネジメントシステム導入支援 イベント内容

梶 木  繁 之

第

１

回

労働安全(法)と
放射線MSの仕組

目標、計画の設定

内部監査の視点、

計画､実施､報告､および

内部監査員の育成 等

10月28日(月）  

講義

13:00～16:00

演習

16:00～17:30

放射線MS導入、

運用の好事例の報告と

有識者等による討論

2月20日(木）  

13:00～16:00

9月30日(月）

13:00～16:00

10月7日(月）

13:00～16:00

内部監査の概要と計画

監査のPDCAと監査員育成
第

２

回

報告会専門研修基礎研修
9,10月
開催

10月
開催

2月
開催

初めて参加の方

放射線MSの取り組み事例

放射線MSの改善を学ぶ

初めて参加の方

参加経験のある方

監査、改善

10月２１日(月）

13:00～16:00

第

３

回

参加経験のある方

予定講師 （ 基 礎研修 、 専門研修 ）

※ 本研修は参加経験の有無にかかわらず、
上記の内容が含まれています。

※ 本報告会は参加経験の有無にかかわらず、
上記の内容が含まれています。

株式会社  産業保健コンサルティングアルク 代表

一般社団法人  日本労働安全衛生コンサルタント会 福岡支部副支部長  

（労働衛生コンサルタント）

産業医科大学  産業衛生教授

TC283 国内審議委員会委員、ISO45001審査員

※ お申込みいただいた方へ開催１ヶ月前頃
にZoomウェビナーへの参加登録のため
のご案内をいたします。
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